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Who We Are

「知識」は「道具」です。
しかし使いこなせなければ単なる「ガラクタ」でしかありません。
今まで私たちはその道具集めに、どれほどの時間とお金と労力をかけてきたのでしょう。

私たちが提供するのは道具を使った「体験室」です。

この道具は、どんなシーンでどんなふうに使うべきなのか、
どう扱うと失敗するのか。
自らの頭と体をフル回転させながら体験することで、
スッと腹落ちする瞬間まで導きます。

私たちが目指すのは、
「道具の獲得」ではなく「その人の一部」にすることです。
もちろん簡単はことではありません。

しかし、もう日本の学びの場を、
道具集めの場にとどめておきたくないのです。
日本の学びを一歩前へ。「分かる」の先を切り拓きます。



Our Workshops

我々が提供する研修はそのほとんどが「体験型」。
ハッと自ら気づき、グッと腹落ちするからこそ再現性が高くなると信じているからです。
「オフライン（集合型）」はもちろん、「オンライン」での体験型研修も充実。
特にアクティビティを通して組織の「課題特定」をしたうえで、
その「課題解決ソリューション」の研修を設計・実施するスタイルの研修が最近は人気です。
どの研修も目的にあわせカスタマイズが可能です。

組織開発・
チームビルディング

組織の力を最大化するためには、
メンバー個人の力を引き出しなが
らも、チームが一丸となり目標に向
かうことが必要です。しかし頭で理
解しただけではなかなか再現でき
ないのがこのケーパビリティ。アク
ティビティを通じて、「人はどういうと
きに動きたくなるのか」「モチベート
するというのはどういうことなのか」
を体感し、腹落ちさせることで、行
動変容を促します。

新人・リーダー、
エグゼクティブ向け

さまざまな階層に向けた研修も実施
しています。特に人気が高いのが
欧米でよく実施される体感型エグゼ
クティブ向け研修。緊張感の高い
日々の業務と切り離されたアクティ
ビティは、自己洞察、自己の強みを
発揮したリーダーシップの発揮方法
はもちろん、多角的な視座の獲得
にも役立ちます。普段は見せない表
情を見せるほど熱狂するからこそ、
得難い発見があるのです。

営業力アップ

セールスには「ニーズヒアリング」と
「伝わりやすい説明」「クロージン
グ」などの押さえておくべきポイント
があります。しかしすべては「相手」
あってのこと。「人」さえ理解できて
いればほとんどの課題はおのずと
解決できます。だからこそ、ロープ
レや表面的なテクニック装着では
なく、本質的な「人の理解」を促し、
根底から営業力をアップさせます。

コミュニケーション

コミュニケーションほど習得が難し
いものはありません。タイミング、シ
ーン、相手ごとに最適解が変わる
からです。こういったスキルはトラ
イ＆エラーが最も効果的。アクティ
ビティの中では、あらゆるコミュニケ
ーションのギャップやエラーが感じ
られるでしょう。我々が仕掛けた
「体験室」の中で、「そうだったの
か」と自ら気づく体験を導きます。

ファシリテート・
コーチング

リーダーのみならず、より複雑で高
度化した組織をワークさせていくた
めには、ファシリテーションやコー
チングのスキルの理解が有効で
す。しかし、これらの知識は専門性
が高く、いざ学ぶとなるとそれ相応
の時間と費用がかかります。これら
の知識をぎゅっとまとめ、さらにツ
ールを活用することで、初学者でも
学びやすいと評判です。



METALOG Tools

日本で扱っているMETALOGのトレーニングツールは現在24種類。
「アイスブレイキング」「チームビルディング」「チェンジマネジメント」など、
研修の目的や内容、対象者に合わせて最適なツールを選ぶことができます。
また、すべては「METALOGメソッド」をベースに作られており、再現性の学びをお約束します。

代表的なTools

Tower of Power
タワーオブパワー

各メンバーがクレーンにつながった
ロープを1本持ち、クレーンを使いな

がらブロックを積み上げていきます。
このツールを使ったアクティビティで
は「チームワークを改善するために
は何が重要なのか」「チームメンバ
ーとはどのように接したらいいの」
「どのようにリードするとチームがま
とまりタスクを成し遂げられるのか」
などを考えるきっかけを生みます。

Stack Man
スタックマン

できるだけ短い時間で15枚の板を
組み上げるアクティビティです。1回
目は設計図を見ながら、2回目以降

のチャレンジでは設計図を見ずに
組み立てます。この研修で得られる
気づきは、目的達成のためのチー
ムメンバーからのアイデアの収集の
仕方とそのまとめ方、継続的な改善
プロセスや新しい手法の開発などを
学ぶことができます。

Reality Check
リアリティチェック

参加者には一連の物語になって
いる絵柄のカードが配られます。
それを周りの人に見せず正しい
順序の並べ替えるアクティビティ
です。話し手と聞き手の描写認識
のギャップ、あいまいなメッセージ
への対処はもちろん、相手が理
解しやすい言い回しの選択の必
要性なども感じとれるでしょう。

コミュニケーション

上手なコミュニケーションほど習得が難
しいものはありません。タイミング、シ
ーン、相手ごとに最適解が変わるから
です。こういったスキルはトライ＆エラ
ーが最もの効果的。アクティビティの中
では、あらゆるコミュニケーションのギ
ャップやエラーが感じられるでしょう。
「そうだったのか」と自ら気づくことで行
動を変えていきます。そのための効果
的な「体験室」を用意するのはラーニン
グトルクのコミュケーション研修の特徴
です。

METALOGMethod
メタログメソッド

特に特徴的なのは「三相転移モデ
ル」という考え方。アクティビティを
実施した後、受講者の気づきを
「収集」し、それらを日常の問題へ
の「置き換え（翻訳）」、そしてイン
タアクションアクティビティから切り
離しグループの問題に焦点を当て
る「発展」の3段階で理解を促すた

め、深く理解することができ、職場
での行動変容まで導きます。

CultuRallye
カルチュラリー

各テーブルで参加者は特殊なダイ
スとルールでゲームのルールでプ
レイします。プレイ中は一切話がは
できません。一定の時間が経ったら
何人かが別のテーブルに移り、ゲー
ムをします。実は、テーブルごとに
ルールが異なるため、移動した人、
さらに受け入れた人双方が混乱しま
す。これがいわゆるカルチャーショッ
クの疑似体験です。



METALOGが「行動変容」に効く理由
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■METALOGとは

METALOG
メソッド

ツール
⚫ ターゲット志向

⚫ 多感覚的体験

⚫ 三相転移

⚫ ポリコンテクスト

記憶への定着

行動変容に導く



METALOGツール
自己とグループ

の振り返り

■METALOG メソッド

⚫ METALOG ツールを活用する学習プロジェクト設計プロセス

⚫ ターゲット志向 – 組織やビジネスの課題解決に焦点を当てている

メソッド

METALOG活用の基本知識

現実社会との
ブリッジング

意味付けステージング
役割の明確化と

研修の設計
パフォーマンス



■METALOG ツール

⚫ 体験志向型学習を実現するためのツール

⚫ 多感覚的体験（ただの体験でなく・・）

⚫ 納得＋記憶への定着／目に見えていないリソースへの気づき

ツール
ツールの使い方METALOGツール

METALOGツール別の活用方法



ご案内商品一覧

2023.5.7更新
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PLAN➀
研修の設計とデリバリー

PLAN②
社内ファシリテーターの育成

企業ごとの課題をヒアリングし、その課題
に最適なツールを使ったアクティビティを
弊社にて設計、当日のデリバリーまでを行
います。

貴社内にMETALOGツールを使った研修の設
計、ファシリテートをできる人材を育成し、
社内で研修を設計、実施し、課題解決が自走
できる状態をめざします。

・難易度の高い研修設計が可能
・体験型研修に習熟した講師が研修を実施

・社内で設計・実施できるため頻度高く研修
を実施することが可能
・ちょっとした課題解決などもスピーディに
行うことができる

30万円（3時間）～
＊ファシリテーター1名の場合

★上記価格は参考価格です。課題をお伺い
したうえで、正式なお見積りを出させてい
ただきます

特徴

メリット

料金
60万円/人（7時間×3日間）
＊3日間は連続でも、非連続でも実施可能です
＊最終日に「ファシリテーター認定試験」をご受験いただ
き、合格すると社内ファシリテーターを実施いただけます
＊ 「ファシリテーター認定試験」 合格された方のみが、
METALOGツールを使った研修を実施できます
＊METALOGツールはサブスクリプション（月額13,300
円～）でご利用いただけます

■METALOGを使った研修提供プラン



いくつかのMETALOGツールを体験し、
簡単なツールを活用した体験型研修の進
行方法を学ぶことができます。
＊あくまでも体験いただくことに主眼を置いたプ
ランであり、完璧な研修スキルを装着するための
ものではありません

・ファシリテーターの方、研修講師の方
・事業責任者、企業のボードメンバーの方
・企業の人事部、事業内の教育担当の方
・研修会社の方

4.5万円/人（4時間）

特徴

対象

料金

■期間限定の特別プラン
「METALOGツール体験講座」

期間限定特典 通常、「社内ファシリテーター」コースを受講・合格
された方のみが契約できるMETALOGツールのサブスクリ
プションに申し込み可能（13,300円/月～、2年間継続）



※金額は全て税別になります。
※返送料のみご負担いただきますツールサブスクリプション価格表

※表記価格は2023年5月現在の価格であり、予告なく変更する可能性もあります

ライト８

スタンダード16

プレミアム24

プランは３つの中から選んでいただくことができます。プランによって使えるツールの数は異なります。

利用できるツール 価格（月額）

シスチーム、リアリティチェック１、チームナビ
ゲーター、ザバンド、フローティングスティッ
ク、エモーションカード、パイプライン

スタックマン、コミュニカーズ、カルチュラリ
ー、ルーニーループ、チームスクエア、シナリオ
カード１、パースプアクティブ、ファシリテーシ
ョンボール１ ＊ライト８の全商品を含む

リアリティチェック２、ザ・バンドXXL、ザ・バン
ドミニ、タワーオブパワーXXL、エモーションカー
ド２、ファシリテーションボール２、シナリオカー
ド１、カルチュラリーXXL、シナリオカード２、ハ
ートセリング ＊スタンダード16の全商品を含む

￥13,300／月

￥19,700／月

￥26,200円／月



ツール名 1か月
（サブスク
併用あり）

1か月 年間

SysTeam シスチーム ¥19,420 ¥32,043 ¥63,115

StackMan スタックマン ¥10,240 ¥16,896 ¥33,280

Communicards コミュニカーズ ¥12,180 ¥20,097 ¥39,585

Floating Stick フローティングスティック ¥5,520 ¥9,108 ¥17,940

Reality Check 1 リアリティチェック1 ¥3,500 ¥5,775 ¥11,375

Loony Loop 10/unit ルーニーループ10 ¥1,000 ¥1,650 ¥3,250

Team² チームスクエア ¥10,060 ¥16,599 ¥32,695

Reality Check 2 リアリティチェック2 ¥3,500 ¥5,775 ¥11,375

Pipeline パイプライン ¥7,660 ¥12,639 ¥24,895

Tower of Power タワー・オブ・パワー ¥10,940 ¥18,051 ¥35,555

Teamnavigator チームナビゲーター ¥19,020 ¥31,383 ¥61,815

The Band ザ・バンド ¥10,060 ¥16,599 ¥32,695

ツール名 1か月
（サブスク
併用あり）

1か月 年間

The Band XXL - carry 

sack
ザ・バンドXXL ¥11,620 ¥19,173 ¥37,765

Tower of Power XXL タワー・オブ・パワーXXL ¥12,680 ¥20,922 ¥41,210

The Band mini - carry 

sack
ザ・バンド mini ¥8,120 ¥13,398 ¥26,390

PerspActive パースプアクティブ ¥9,780 ¥16,137 ¥31,785

CultuRallye カルチュラリー ¥9,500 ¥15,675 ¥30,875

EmotionCards 1 エモーションカード1 ¥2,220 ¥3,663 ¥7,215

Facilitation Balls 1
ファシリテーションボール
1 ¥2,020 ¥3,333 ¥6,565

EmotionCards 2 エモーションカード2 ¥2,220 ¥3,663 ¥7,215

FacilitationBalls 2
ファシリテーションボール
2 ¥2,020 ¥3,333 ¥6,565

CultuRallye XXL カルチュラリーXXL ¥15,700 ¥25,905 ¥51,025

ScenarioCards 1 -

Team & Organisation
シナリオカード1 ¥4,420 ¥7,293 ¥14,365

ScenarioCards 2 -

Stereotypes & 

Diversity

シナリオカード2 ¥4,420 ¥7,293 ¥14,365

※金額は全て税別になります。
※別途送料と梱包代がかかります。ツールレンタル価格表

※表記価格は2023年5月現在の価格であり、予告なく変更する可能性もあります



Metalogツール取り扱い一覧

2023.5.7更新
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The Band（ザバンド）

チームビルディングのベースとなる「信頼」を体感できるツール
です。チームメンバー全員でこのストレッチバンドの中に入り寄
りかかることで、お互いがお互いのことを支えあっていることを
体感できます。この体制のまま座ることでキャンプファイアのよ
うな安心感、共存感を感じることができます。

【参加人数】
ミニ：2～8人

スタンダード：4～16人
XXL：～24人

【必要時間】10～25分

【必要なスペース】10m×10m

チームビルディング

信頼形成



Floating Stick（フローティングスティック）

参加者は2列になり向かい合い、人差し指の上に乗せたフローテ
ィングスティックを協力して床まで下げるアクティビティです。

しかし、このスティックは非常に軽量のため、参加者の誰かが本
の少し押し上げるだけでどんどん浮き上がり、なかなか下げるこ
とができません。リーダーシップ、緻密な計画性、ワークへの集
中力、協力体制がカギとなるワークです。

【参加人数】
12人（最小6人～最大22人）

【必要時間】5～15分

【必要なスペース】
最も長くして使う場合

8m×5m

リーダーシップ

プロセス最適化



StackMan（スタックマン）

15枚の板を、チームで協力しあい、できるだけ短い時間で組み立
てるワークです。
1回目は設計図を見ながら、2回目は設計図を見ずに組み立てま

す。成功のカギは、メンバーそれぞれが自分の役割を果たすこ
と、そして自身のタスクの前後を担うメンバーの役割を理解する
こと。一人ひとりの仕事が大きな仕事につながることを体感でき
ます。

【参加人数】
15人（最小5人～最大15人）

【必要時間】30～45分

【必要なスペース】
5m×5m

PDCAサイクル

チームワーク理解



Reality Check（リアリティチェック）

参加者には1枚ずつカードが配られます。お互い見せあうことなく
言葉だけで、自身の持ったカードの絵柄を説明し、メンバー全員
のカードを正しい順序の並び替えるアクティビティです。誰か一
人でも思い込みや早合点、あいまいなコミュニケーションがある
と、なかなか正解のストーリーが見えてきません。コミュニケー
ションの難しさや自身のコミュニケーションの癖を体感できます。

【参加人数】
16人（最小15人～最大32人）
＊最大人数で実施する場合は1と2の2セットを使います

【必要時間】10～15分

【必要なスペース】
40㎡程度

コミュニケーションギャップ

メタコミュニケーション



CultuRallye（カルチュラリー）

3～4テーブルに分かれ、それぞれのテーブルでダイスを使った簡単
なゲームを行います。プレイ中、参加者は一切話すことはできませ
ん。少し時間が経ったタイミングで、各テーブルの中から数名が別
のテーブルに移動し、またプレイを行います。
このアクティビティではテーブルごとにルールが異なる環境を体験
をします。参加者は今までのルールから新しいルールに頭を切り替
える重要性、受け入れるチーム側は新しいメンバーの受け入れ方を
学ぶことができます。

【参加人数】
12人（最小9人～最大16人）

【必要時間】20～25分

【必要なスペース】
60㎡程度

チェンジマネジメント

ダイバーシティ



SysTeam（シスチーム）

目隠しをしたグラバー、言葉で指示を出すスピーカーに分か
れます。グラバーがスピーカーの指示だけを頼りにグラグラ
するテーブルの上に置かれた駒を取り除く（もしくは置く）
アクティビティです。グラバーは「部下」、スピーカーは
「上司」のメタファーなので、このアクティビティを実施す
る際は、普段とは逆の立場を体験することをお勧めします。
自身の普段の態度、さらに自身のコミュニケーションの改善
点を体感することができます。

【参加人数】
9人（最小4人～最大12人）

【必要時間】20～45分

【必要なスペース】
3ｍ×3m

リーダーシップ/フォロワーシップ

アクティブリスニング



Tower of Power（タワーオブパワー）

各メンバーがロープを操作しながら、ロープの中央についた
クレーンを使い、木のブロックを積み上げていきます。

このアクティビティの成功のカギは適切なリーダーシップ
と、戦略策定、リスクコントロールです。積み上げるブロッ
クを「プロジェクト」を見立てれば、プロジェクト推進に重
要な多くの気づきを得ることができます。

【参加人数】
12人（最小6人～最大24人）

【必要時間】10～45分

【必要なスペース】
8ｍ×8m

リスクマネジメント

リーダーシップ



PerspActive（パースプアクティブ）

メンバーそれぞれが握っている紐を操作することで、立体状に
なったチューブのスタートからゴールまで、速やかにボールを
通すアクティビティです。チューブは複雑にねじれているため、
速やかにボールをゴールに送るためには常にボールのありかか
ら目を離さず正しい方向に進んでいるかを確認することが大事。
それはあたかもプロジェクト推進と重なります。

【参加人数】
12人（最小5人～最大12人）

【必要時間】10～25分

【必要なスペース】
30㎡程度

プロジェクトマネジメント

モチベーション管理



Team2（チームスクエア）

中央の共有エリアにあるさまざまな形のピースを使って1人1枚

ずつ同じ大きさの正方形を作り上げます。全員が同じ正方形を
作る組み合わせは１つしかありませんが、誤ったピースを使っ
ても正方形を作ることができるため、チーム全体での達成のた
めには一度作った正方形をバラバラにする必要があるメンバー
も出てきます。チームとしての成功と自身の達成について体感
できるアクティビティです。

【参加人数】
10人（最小5人～最大10人）

【必要時間】15～30分

【必要なスペース】
1ｍ×1.2mのテーブル

全体最適のための自己犠牲

アサーティブ



EmotionCard（エモーションカード）

見た人の想像力をかきたてるこのカードは、本心や理想、その
時の感情などを導きやすくします。ワークの最初、最後、そし
て現在の理解度などより的確な情報を引き出します。

【参加人数】
適宜

【必要時間】
適宜

【必要なスペース】
適宜

コーチング

コミュニケーション



FacilitaionBall（ファシリテーションボール）

メンバーにいくつかのファシリテーションボールを投げ、受け取
った人はそのボールの種類に合わせて自分の体験を語ります。

【ファシリテーションボールの種類と話す内容】
鍵：重要だった考え、ハート：感じたこと、
手：助けてくれたこと、こぶし：気に入ったこと、
足：次の具体的なステップ、カメラ：新しい視点

【参加人数】
適宜

【必要時間】
適宜

【必要なスペース】
適宜

コーチング

コミュニケーション



Teamnavigator（チームナビゲーター）

参加者はそれぞれが紐をひき、中心についたペンを動かし紙に書
かれたルートをたどります。ルートには本日のアジェンダとその
目的、得られる効果が書かれており、その日の研修内容を体感的
に理解することができます。また、企業ロゴや企業ビジョンなど
をみんなで力を合わせて書くという使い方もできます。

アイスブレイク

動機付け

【参加人数】
10人（最小6人～最大30人）

【必要時間】15～30分

【必要なスペース】
1ｍ×1.5mのテーブル



Communicards（コミュニカーズ）

すべての参加者は目隠しをした状態で座ります。トレーナーは30
枚のカードのうち2枚を抜き取り参加者に配ります。メンバーは

自分がもっているカードの情報をチームに共有しながら、全員で
抜き取られた2枚のカードの色と形を推理するアクティビティで
す。＊色の情報のみトレーナーが提供します

アクティブリスニング

コミュニケーション

【参加人数】
14人（最小6人～最大28人）

【必要時間】20～45分

【必要なスペース】
適宜



Scinario cards（シナリオカード）

「変革」「開発」「紛争」「コミュニケーション」「リソー
ス」「リーダーシップ」「目標」「ビジョン」といったチーム
ワークや業務遂行にとって重要に焦点をあてた50枚の視覚的メ

タファーとなるカードです。メンバーの中の重要な問題を掘り
起こし表出するのに最適なツールです。

アイスブレイク

チームワーク

【参加人数】
10人（最小1 人～最大20 人）

【必要時間】10～45分

【必要なスペース】
適宜



Pipeline（パイプライン）

チーム全員でパイプを受け渡しながらその上にボールを転がし
ゴールまで運びます。スピーディかつボールを落とすことなく
協力しながら運ぶことは、組織でタスクを行うことのメタファ
ー。メンバー同士の声かけ、協力体制を体感しながら、チーム
として力を底上げします。

【参加人数】
16人（最小6 人～最大30 人）

【必要時間】10～25分

【必要なスペース】
80㎡程度

プロジェクトマネジメント

チームビルティング



THEME OF TRAINING

研修テーマ別推奨ツール例一覧（1/2）

研修テーマ 推奨ツール例 体験できる内容・活用方法

Reality Check（リアリティチェック） 数少ない情報から矛盾のない一貫したストーリーの組み立てロジカルシンキング

StackMan（スタックマン）
理想と現実とのギャップから課題抽出するプロセス
PDCAを経て課題が解決されるサイクル

課題解決

気持ちを合わせ、協働することの難しさFlothing Stick（フローティングスティック）

The Band（ザバンド） 親密な空間で醸成されるキャンプファイアーのような信頼感
チームビルディング

SysTeam（シスチーム）

的確な指示出しの難しさ、１対多でのマネジメントTower of Power（タワーオブパワー）

上司の視点、部下の視点の相違

チームを成功に導く戦略構築PerspActive（パースプアクティブ）

リーダーシップ

StackMan（スタックマン） プロジェクト成功のために必要な全体最適化の視点プロジェクトマネジメント

CultuRallye（カルチュラリー）
他の市場環境でのルールを分析し勝ち筋を考察
自分の型にこだわらずその場を観察し柔軟に戦略を立案

マーケティング

Team2（チームスクエア） 俯瞰的視点、全体最適の視点生産性向上



研修テーマ 推奨ツール例 体験できる内容・活用方法

Reality Check（リアリティチェック） 相手の視点・意図を的確にとらえ最適解を導き出す工程ビジネスコミュニケーション

FacilitaionBall（ファシリテーションボール）

EmotionCard（エモーションカード）
自由度の高いツールを使い目的とするゴールへの導きファシリテーション

Team2（チームスクエア） 相手を尊重しながらも全体最適のために主張することの大切さアサーティブ

Communicards（コミュニカーズ） 相手との前提をそろえた上でのコミュニケーションの重要性セールストレーニング

体を動かすことで前向きな姿勢を引き出しPipeline（パイプライン）

Teamnavigator（チームナビゲーター） 今日の研修の目的の共有、浸透
アイスブレイキング

CultuRallye（カルチュラリー） 多様性のある視点、多様性を必要とする場でのふるまいグローバルマインドセット

SysTeam（シスチーム） マネジャー、メンバー、双方の立場を体感チェンジマネジメント

Scinariocards（シナリオカード）

EmotionCard（エモーションカード）
有効なコーチングに活用コーチング

CultuRallye（カルチュラリー） 多様な価値観ダイバーシティ

THEME OF TRAINING

研修テーマ別推奨ツール例一覧（2/2）



世界品質の学びを誰にでも
現在、日本で研修を受講でき、その可能性に気がついている人はまだ一部の層に限られ

ます。私たちは受けたい人が誰でも気軽に受講でき、自らの可能性を広げていくことが

できる世界を目指します。

■チャンスがなかった人にチャンスを届ける

■再現性が高い深い気づきを提供する

■ボーダレスに活躍できるマインドセットに変換する

Our Vision

Our Mission



【JAPAN】

■パーソルラーニング株式会社

■株式会社ファーストキャリア

■株式会社インヴィニオ

■アルヒ株式会社

■第一生命株式会社

■株式会社グッドウェーブ

■J.D.POWER

Our Clients and Partners 【GLOBAL】

■アディダス

■シーメンス

■ポルシェ

■HUGO BOSS

■マクドナルド

■フォルクスワーゲン

■ルフトハンザ

■ネスレ

■ファイザー

■BMW

■DELL

■ペプシ

■ルノー

■HSBC

■トルコ航空

■ノバルティス

■ベンツ

■バイヤー製薬 他



Profile

社名 株式会社Learning torque

（英文社名：Learning torque Co.,Ltd)

住所 〒150- 0002 東京都渋谷区渋谷3－27－11 7階

電話番号 03‐3405-1550

CEO 根岸菜穂子

資本金 1,000万円




	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: METALOGが「行動変容」に効く理由
	スライド 6: ■METALOGとは
	スライド 7: ■METALOG メソッド
	スライド 8: ■METALOG ツール
	スライド 9: ご案内商品一覧
	スライド 10: ■METALOGを使った研修提供プラン
	スライド 11: ■期間限定の特別プラン 「METALOGツール体験講座」
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: Metalogツール取り扱い一覧
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35

